
現代人間学部　生活環境学科

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（卒業認定・学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づいて、
他者と自分を尊び、全人的な
「常識」と「良識」を備え、
自由に自分の人生を選び
取っていく自立した女性

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・
女
性
教
育

Ｄ
Ｐ
１
．
自
分
を
育
て
る
力

・�キリスト教精神に基づいて
豊かな人間性と奉仕の精
神を養い、人の生活を生活
環境の側面からとらえてい
る。
・�よりよい暮らしの創造や地
域社会の実現に貢献できる
態度を身につけている。

【編成方針】
・�キリスト教精神や女性の生き方につい
ての学びに加えて、1年次では大学で
必要な学びの基礎、衣食住、家族・生
活経営、福祉に関する基礎的な学びと
なる基盤科目「生活環境基礎演習Ⅰ、
Ⅱ」を配置する。
・�2年次、3年次には専門領域の知識や
技術を活かしたキャリアを描けるよう
企業等と協働して職場体験や商品企画
に取り組む科目、「生活環境特論」を
配置する。

【実施方針】
・�専門性を高めるとともに、自己の描く
キャリアを具体化させる知識と態度を
養成する。

〔期待する能力〕
社会に貢献できるよう自分を
高めたいと考え、自分の生活
や人生を主体的に築いてい
く意欲をもっている。
〔選考方法〕
面接、自己記入書(志望理由
書、自己アピール)、調査書、
レポート

人間やその生活、社会、自
然のすべてについての幅広
い知識と教養を身につけ、新
たな理解を行い、自己涵養に
努める女性 知

識
・
理
解

Ｄ
Ｐ
２
．
知
識
・
理
解
力

・�衣食住、家族・生活経営、
福祉に関する幅広い知識を
身につけている。
・�人の生活を生活環境の側面
からとらえ、暮らしにかかわ
る多様な課題を理解できる
力を身につけている。

【編成方針】
・�1年次では、「生活環境概論」を始め、
衣食住、家族・生活経営、福祉領域に
ついて総体的に学ぶ専門基礎科目を
配置する。
・�2年次以降は、段階的に専門的知識が
修得できるよう展開科目、関連科目の
専門科目群を配置する。

【実施方針】
・�人間生活、社会、自然の全てについて
暮らしに関する知識や理解を深められ
る講義を行う。

〔期待する能力〕
入学後の就学に必要な基礎
学力としての知識や理解力
を有するとともに、家族や個
人の暮らしに必要な衣食住、
家族・生活経営、福祉につい
て、自ら積極的に学び知識を
身につけたいと考えている。
〔選考方法〕
学力試験、レポ―ト、調査書

グローバル化の時代に対応
し、外国語および日本語で、
国籍や言語の異なる人々と
も円滑にコミュニケーション
を行うスキルや外国語を読
み書きできる力を身につけ
た女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

・�多様化、複雑化する現代社
会が抱える諸問題を暮らし
の視点から解決へと導くた
めに、�人の生活を生活環境
の側面からとらえる。
・�相手の立場を考えながら、
場に応じたコミュニケー
ションができる力を身につ
けている。

【編成方針】
・�他者とのコミュニケーションを図りなが
ら社会問題に対して協働で探究する科
目を配置する。

【実施方針】
・�共通教育科目で多言語に関する能力を
養うとともに、専門科目においてはグ
ループディスカッション形式の講義を
行う。

〔期待する能力〕
学んだ知識や技術を用い、言
語を介して積極的に他者と
関わるということに関心があ
る。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書、レポート

現代社会のさまざまな課題
に対して、知識や現象を分析
し、適切な情報処理を行っ
て、批判的、論理的に思考
し、問題解決を行う力を身に
つけた女性

Ｄ
Ｐ
４
．
思
考
・
解
決
力

・�現代社会のさまざまな課題
に対して、人の生活を生活
環境の側面からとらえる。
・�生活のあり方や生活におけ
る課題の本質を探り、より
良い方向を見出す力を身
につける。
・�衣食住、家族・生活経営、
福祉に関する専門的な知識
と技術を自他の生活課題を
解決するために活用できる。

【編成方針】
・�専門基礎科目で身につけた基礎的知識
を基盤に、現代社会の多様な課題を見
極め、解決するための方策を考える力
と実行可能な技術や技能を身につける
ために展開科目、関連科目の中に実践
的な科目を配置する。

【実施方針】
・�課題に対して主体的に問題解決に取り
組む姿勢を養成する。
・�情報技術を用いて知識や現象を分析
し、論理的思考を身につける教育を行
う。

〔期待する能力〕
身近な生活環境に関心を持
ち、生活をより良くするため
に、身につけた知識や技能を
役立てる力を養いたいと考
えている。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書、レポート

他者に心を開き、社会で不利
な立場におかれた人々を含
む、さまざまな人々と共生・
協働する力を身につけ、すべ
ての人が幸せに生きていく
ことに貢献する力を身につ
けた女性

態
度
・
志
向
性

Ｄ
Ｐ
５
．共
生･

協
働
す
る
力

・�人の生活を生活環境の側面
からとらえ、一人ひとりの人
間をかけがえのない存在と
して尊ぶ。
・�他者に共感でき、ともに考
え、よりよい暮らしに必要な
ものを協働して創り出す力
を身につけている。

【編成方針】
・�実践経験に基づく学びを踏まえ、地域
や現場で暮らす多様な人々に共感し、
ともに活動する力を養うことを目的と
して、多彩な実践的科目を配置する。

【実施方針】
・�さまざまな人々との共生・協働する力を
身につけるための教育を行う。

〔期待する能力〕
周りと協力しながら、相手の
立場に立って物事を考えよう
と努力し、行動したいと考え
ている。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書、レポート

総合的な学修経験を行って、
実践的に、他者や社会に対し
て、自らの学修成果を発信す
る女性。また、専門知識を基
盤に、自ら立てたテーマに基
づき研究に取り組み、学修成
果をまとめ、創造的に発信す
る女性

統
合
的
な
学
習
経
験
と

　
　
　

総
合
的
思
考
力

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

・�人の生活を生活環境の側面
からとらえ、地域における
生活課題を解決するための
情報収集ができる。
・�新たな価値の創造に取り組
み、その成果を適切に発信
する力を身につけている。

【編成方針】
・�衣食住、家族・生活経営、福祉の各領
域に関わる企業等と協働して職場体験
や商品企画に取り組む科目や卒業研究
等の科目を配置する。

【実施方針】
・�衣食住、家族・生活経営、福祉の各領
域に関わる専門的かつ実践的な学修
経験を経て、その学びを新たな提案や
作品制作の形でまとめ、学修成果とし
て発信する力を育てる。

（期待する能力）
より良い生活の創造に関わ
り、自分の考えを発信したい
と考えている。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書、レポート
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現代人間学部　心理学科

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（卒業認定・学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づいて、
他者と自分を尊び、全人的な
「常識」と「良識」を備え、
自由に自分の人生を選び
取っていく自立した女性

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・
女
性
教
育

Ｄ
Ｐ
１
．
自
分
を
育
て
る
力

・��キリスト教精神に基づいた
豊かな人間性と奉仕の精神
を備えている。
・�社会の安寧と人々の幸福の
実現に貢献できる態度を身
につけている。

【編成の方針】
・�共通教育科目におけるキリスト教精神や
女性の生き方についての学びに加えて、
現代社会における豊かな人間性と人々
の幸福の実現に貢献できる力を身につ
けられる科目を配置する。

【実施の方針】
・�心理学基礎演習Ⅰにおいて、アカデミック
スキルに加えて、心理学を生かした多様
性理解や社会貢献を学ぶ。また、上級
生をモデルとして正課・課外問わず、ボ
ランティア活動や地域連携・貢献の志向
や主体的態度、キャリア意識を養う。

〔期待する能力〕
豊かな人間性、および、自己
成長への意欲と他者の理解
や奉仕の精神を備えている。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理由
書、自己アピール）、調査書

人間やその生活、社会、自然
のすべてについての幅広い
知識と教養を身につけ、新た
な理解を行い、自己涵養に努
める女性 知

識
・
理
解

Ｄ
Ｐ
２
．
知
識
・
理
解
力

・�心理学およびその関連領域
についての基礎知識を身に
つけている。
・�心理学の基礎知識を基にさ
らに新しい事柄を理解する
力を身につけている。

【編成の方針】
・�専門展開科目として、「基礎・発達心理
学」「社会・産業心理学」「臨床心理学」
の3領域の知識・理解に関する科目を配
置する。
・�専門関連科目として、現代社会における
ビジネスやメディア、福祉の知識・理解
に関する科目を配置する。

【実施の方針】
・�心理学の主要領域に関する基礎知識を
身につけるとともに、現代社会のニーズ
に幅広く視野を広げながら、心理学およ
びその関連領域について学ぶ。

〔期待する能力〕
心理学およびその関連領域
について知識や技能を習得
し、科学的分析と深い人間理
解に基づいて、現代社会の要
請に応じた実践的問題解決
能力や産業界で活躍できる
力を身につけたいと考えて
いる。
〔選考方法〕
調査書、学力試験、レポート

グローバル化の時代に対応
し、外国語および日本語で、
国籍や言語の異なる人々と
も円滑にコミュニケーション
を行うスキルや外国語を読
み書きできる力を身につけ
た女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

・�現代社会の諸問題を解決へ
と導くために必要な日本語
および外国語でのコミュニ
ケーションスキルと運用能
力を身につけている。
・�多様化、複雑化する現代社
会が抱える諸問題につい
て、心理学的視点から考察
し、人々との対話を通して
解決することができる。

【編成の方針】
・�共通教育科目で学ぶ、世界の様々な言
語の学修に加え、専門基礎科目に、心
理学専門の英語と日本語の理解・活用に
関係する科目を配置する。

【実施の方針】
・�共通教育において、多様な言語でコミュ
ニケーションが行える語学力を修得す
る。
・�専門科目において、心理学的視点から
社会的課題を考察・解決し、それを発信
する言語活用力を養う。

〔期待する能力〕
さまざまな文化背景をもつ
人々や社会に対して、純粋な
関心と偏見なく理解する姿
勢を持ち、母語や外国語によ
るコミュニケーションを通じ
た心の理解への意欲を持っ
ている。
〔選考方法〕
調査書、資格検定、学力試
験、レポート、面接

現代社会のさまざまな課題
に対して、知識や現象を分析
し、適切な情報処理を行って、
批判的、論理的に思考し、問
題解決を行う力を身につけ
た女性

Ｄ
Ｐ
４
．
思
考
・
解
決
力

・�人間の心と行動に関する情
報を収集・分析する科学的
技能と論理的思考力を身に
つけている。
・�現代社会のさまざまな課題
に対して、問題解決に向か
う提案ができる。

【編成の方針】
・�専門基礎科目に、心理学研究法、心理
統計、心理実験、心理テストなど心理学
的な思考・解決力やスキルを身につける
ための科目を配置する。

【実施の方針】
・�人間の心と行動に関する情報を適切に
収集・分析する力を身につける。
・�現代社会のさまざまな課題に対して、論
理的・批判的な思考を展開し、課題解決
できる力を養う。

〔期待する能力〕
人間の思考や行動、人間関係
や社会構造に興味を持ち、心
理学への学習意欲や問題探
求心に優れ、様々な問題や事
象について論理的に考え、解
決策を追求することに熱意が
ある。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理由
書、自己アピール）、学力試
験、レポート、調査書

他者に心を開き、社会で不利
な立場におかれた人々を含
む、さまざまな人々と共生・
協働する力を身につけ、すべ
ての人が幸せに生きていくこ
とに貢献する力を身につけた
女性

態
度
・
志
向
性

Ｄ
Ｐ
５
．

共
生･

協
働
す
る
力

・�一人ひとりの人間をかけが
えのない存在として尊び、
社会で不利な立場に置かれ
た人々を含むさまざまな
人々とコミュニケーション
を図る力を身につけている。
・�他者と共生・協働することが
できる実践力を身につけて
いる。

【編成の方針】
・�心理カウンセリングや社会・ビジネス心
理の観点から、人々との共生・協働のあ
りかたについて学ぶ科目を、専門展開科
目および専門関連科目に配置する。

【実施の方針】
・�社会で不利な立場におかれた人々を含
むさまざまな人々の心理について理解
を深める。
・�対話やコミュニケーションを重視した参
加型の授業を通して、多様な人々と共
生・協働する力を養う。

〔期待する能力〕
人の個別性を理解・尊重し、
ともに成長しともに生活する
姿勢を備え、現代社会に生き
る人々が抱える心理的諸問
題の解決と支援に貢献した
いと考えている。
〔選考方法〕
自己記入書（志望理由書、自
己アピール）、面接、調査書

総合的な学修経験を行って、
実践的に、他者や社会に対し
て、自らの学修成果を発信す
る女性。また、専門知識を基
盤に、自ら立てたテーマに基
づき研究に取り組み、学修成
果をまとめ、創造的に発信す
る女性

統
合
的
な
学
習
経
験
と

　
　
　

総
合
的
思
考
力

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

・�専門知識を基盤に、自ら立
てたテーマに基づき研究に
取り組み、得られた分析結
果から新たな価値を創造す
る力を有している。
・�心の諸問題に対して適切に
判断し対処する力を身につ
けている。

【編成の方針】
・�心理学の学習成果をまとめ、創造的に発
信する力を育てる、心理学演習、卒業
研究等の科目を配置する。
・�実践的に自らの学習成果を社会活動に
位置づける科目として、心理カウンセリ
ングや社会・ビジネスに関する演習・実
習科目を配置する。

【実施の方針】
・�卒業研究を最終目標とし、主体的に研究
や課題に取り組み、学習成果を論理的に
表現する力を身につける。

〔期待する能力〕
心理学の学びを通して、現代
社会における諸問題につい
て、新たな発想での気づきや
提案をしていく意欲がある。
〔選考方法〕
面接、調査書、学力試験、レ
ポート

─ 16 ─



現代人間学部　こども教育学科

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（卒業認定・学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づいて、
他者と自分を尊び、全人的な
「常識」と「良識」を備え、
自由に自分の人生を選び
取っていく自立した女性

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・
女
性
教
育

Ｄ
Ｐ
１
．
自
分
を
育
て
る
力

・�キリスト教精神に基づいた
豊かな人間性と奉仕の精神
を有している。
・�教育者及び保育者として、
職業的役割を自覚し、こど
もの教育に貢献できる態度
を身につけている。

【編成方針】
・�キリスト教精神や女性の生き方について
学ぶ機会を設ける。
・�現代社会における豊かな人間性と奉仕
の精神を土台とした教育者、保育者とし
てのあるべき姿を学ぶ機会を設ける。
・�学科専門科目として「保育者論」「教職
論」を設置する。

【実施方針】
・�教育者及び保育者としての人間性を有し
た自立した女性を育むための教育を行
う。

〔期待する能力〕
教育や保育に携わる人間とし
て、社会に貢献できるよう関
連する知識や技能を習得す
るのみならず、良好な人間関
係を築こうとする。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理由
書、自己アピール）、調査書

人間やその生活、社会、自然
のすべてについての幅広い
知識と教養を身につけ、新た
な理解を行い、自己涵養に努
める女性

知
識
・
理
解

Ｄ
Ｐ
２
．
知
識
・
理
解
力

・�教育や保育、およびその関
連領域についての基礎知識
を有している。
・�身につけた基礎知識を基に
新しい教育や保育に関する
事柄を理解する力を身につ
けている。

【編成方針】
・�教育や保育に関する基礎的科目となる
専門基礎科目として「保育原理」「教育
原理」「特別支援教育」等の科目を設置
する。

【実施方針】
・�教育や保育に関する、基礎知識を習得で
きる教育を行う。

〔期待する能力〕
入学後の就学に必要な基礎
学力としての知識や理解力
を有するとともに、多くの学
問や人間と関わり、積極的に
他者を理解したいと考えてい
る。
〔選考方法〕
学力試験、調査書、レポート

グローバル化の時代に対応
し、外国語および日本語で、
国籍や言語の異なる人々と
も円滑にコミュニケーション
を行うスキルや外国語を読
み書きできる力を身につけ
た女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

・�教育や保育領域のグローバ
ル化、また、日本語を母国
語としないこどもや家庭に
対応することの重要性を理
解している。
・�日本語および外国語でのコ
ミュニケーションスキルと
読み書き能力を身につけて
いる。

【編成方針】
・�共通教育科目で学ぶ、多様な言語の学
修に加え、「外国語（英語）」、「国際理
解教育」などを設置する。

【実施方針】
・�教育者及び保育者に求められる語学力
や国際理解力を4年間にわたって向上
できるように教育を行う。

〔期待する能力〕
学んだ知識や技術を用い、一
人ひとりの言語力の相違に
気付き、一人ひとりの個性に
応じた対応をしようとする。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理由
書、自己アピール）、調査書、
レポート、資格検定、学力試
験

現代社会のさまざまな課題
に対して、知識や現象を分析
し、適切な情報処理を行って、
批判的、論理的に思考し、問
題解決を行う力を身につけ
た女性

Ｄ
Ｐ
４
．
思
考
・
解
決
力

・�教育や保育に関するさまざ
まな課題に対して、情報を
収集・分析する科学的技能
と論理的思考力を身につけ
ている。

【編成方針】
・�教育や保育における問題場面において、
知識・理解をもとに、問題解決する力を
育てるために、「領域に関する専門的事
項」「保育内容の指導法」及び「教科に
関する専門的事項」「各教科の指導法」
等の科目を設置する。

【実施方針】
・�教育実習、保育実習を見据えて、2年生
から、教育や保育に関する実践力育成を
意図した教育を行う。

〔期待する能力〕
自分の考えだけでなく、人の
考えを聞き、また深く考え、
問題があっても解決しようと
する力がある。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理由
書、自己アピール）、レポー
ト、調査書、学力試験

他者に心を開き、社会で不利
な立場におかれた人々を含
む、さまざまな人々と共生・
協働する力を身につけ、すべ
ての人が幸せに生きていくこ
とに貢献する力を身につけた
女性

態
度
・
志
向
性
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５
．
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協
働
す
る
力

・�教育や保育場面で関わる全
ての人たちと、よりよいこど
もの成長を支えるために、
共生・協働する力を身につ
けている。

【編成の方針】
・�様々な特性を持つこども、様々な価値観
を持つ保護者と共生・協働できるように
「福祉」「心理」「特別支援」「教育相
談」等に関する科目を設置する。
・�教育や保育現場で他者と連携・協働でき
る力を育むために教育現場・保育現場と
の連携を踏まえた科目を設置する。

【実施の方針】
・�様々な人々と共生・協働できるように、
対話を重視した参加型の授業を実践す
る。
・�講義形式の科目においてもアクティブ・
ラーニングを取り入れた教育を行う。

〔期待する能力〕
学習活動に参加し、共生し協
働しながら困難に立ち向かう
ことで何かを成し遂げようと
する。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理由
書、自己アピール）、調査書

総合的な学修経験を行って、
実践的に、他者や社会に対し
て、自らの学修成果を発信す
る女性。また、専門知識を基
盤に、自ら立てたテーマに基
づき研究に取り組み、学修成
果をまとめ、創造的に発信す
る女性

統
合
的
な
学
習
経
験
と

　
　
　

総
合
的
思
考
力
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・�教育や保育に関する自らの
疑問や課題に基づき研究に
取り組み、客観的な分析を
通して、教育や保育の諸問
題について、適切に判断す
る力を身につけている。

【編成の方針】
・�教育や保育実践力を高めるため、また教
育者及び保育者育成の集大成として
「保育実習」「教育実習」「保育・教職実
践演習」「教職実践演習」を設置する。
・�自らの学びの成果をまとめ、創造的に発
信する力を育むために「卒業研究」を設
置する。

【実施の方針】
・�主体的に学習に取り組むことができるよ
うに、学生の学びを支援する教育を行う。

〔期待する能力〕
様々な想像をし、意見を交換
することで、更に想像力を発
揮し、自分の考えを発信した
いと考えている。
〔選考方法〕
面接、レポート、自己記入書
（志望理由書、自己アピー
ル）、調査書
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